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－ は じ め に －

皆様におかれましては、日頃より警察運営に対しまして、深い御理
解と御協力を賜りますことを厚く御礼申し上げます。
このたび発行する「令和６年犯罪のあらまし」は、静岡県内及び熱

海市内で発生した犯罪や熱海警察署で取り扱った行方不明事案、交通
事故等の概況をまとめたものです。
令和６年中の刑法犯認知件数は、静岡県内では16,339件（前年比＋

727件）、熱海市内では205件（前年比＋38件）と増加しています。
特殊詐欺については、静岡県内で383件（前年比＋30件）、被害総額

は約16億300万円（前年比＋約８億4,300万円）と発生件数・被害額と
もに増加しており、熱海市内についても11件（前年比＋６件）、被害
総額約2,960万円（前年比＋約1,360万円）と件数、被害額ともに倍増
し、今後も重点的な対策の必要性を感じているところであります。
また、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺については、静岡県内では197件

発生し、被害額は約27億4,300万円にのぼり、熱海市内でも３件発生し
被害額は約350万円であり、こちらも予断を許さない状況が続いており
ます。
交通事故については、熱海市内の人身事故（怪我のある事故）は、

146件（前年比＋13件）発生し、207人（前年比＋35人）が負傷しまし
た。死亡事故の発生はなかったものの、人身事故件数・負傷者ともに
前年を上回り、死亡事故につながりかねない車と歩行者の衝突事故の
割合が高いことから、楽観はできない状況となります。
熱海警察署としましては、市民の皆様はもちろん、観光に訪れる方

にも「安全・安心なまち熱海」と感じていただけるよう、制服警察官
による街頭活動や各種警察活動を積極的に行ってまいりますので、今
後とも市民の皆さまや関係機関の方々の御理解と御協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
なお、この資料が、地域における安全活動や少年非行防止活動に少

しでもお役にたてば幸いです。

令和７年３月吉日

熱海警察署長



文 中 用 語 の 説 明

認 知 件 数 ･･････ 届出、現行犯逮捕等なんらかのきっかけにより
犯罪の発生を知った件数

解 決 件 数 ･･････ 管内の事件が検挙解決された件数
（他署での検挙を含む）

検 挙 件 数 ･･････ 検挙した件数
（他署管内発生事件検挙含む）

凶 悪 犯 ･･････ 殺人、強盗、放火、不同意性交等の罪

粗 暴 犯 ･･････ 傷害、暴行、恐喝、脅迫等の罪

窃 盗 犯 ･･････ 屋内盗、屋外盗、すり等すべての泥棒

重要窃盗犯 ･･････ 窃盗犯のうち、侵入盗、自動車盗、ひったくり、
すりの手口のもの

知 能 犯 ･･････ 詐欺、横領等の知能的犯罪

風 俗 犯 ･･････ 賭博、わいせつ行為等風俗を乱す罪

そ の 他 ･･････ 失火、盗品譲受け、住居侵入等の罪

犯 罪 少 年 ･･････ 罪を犯した１４歳以上２０歳未満の少年

触 法 少 年 ･･････ 刑罰法令に触れる行為をした１４歳未満の少年

刑法犯少年 ･･････ 刑法を犯した犯罪少年及び触法少年

特別法犯少年 ･･････ 刑法犯以外の法令に違反した少年（交通除く）

ぐ 犯 少 年 ･･････ 保護者の正当な監護に服しない性癖があるなど
の一定の理由があって、その性格又は環境に照
らして将来犯罪を犯し、又は刑罰法令に触れる
行為をするおそれのある少年

不良行為少年 ･･････ 刑罰法令には触れないが、家出、喫煙、その他
自己又は他人の徳性を害する行為等、好ましく
ない不良行為のあった少年
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総数 16,339件

１ 刑 法 犯

第１ 静岡県下の犯罪

ー 認知件数は前年比増加 ー

(1) 刑法犯の推移

令和６年中の刑法犯認知件数は、

16,339件で、前年に比べ727件

（＋4.7％）増加しました。

これは１日平均44件、約32分に

１件の発生になります。
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(2) 警察署別発生状況
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(3) どんな犯罪が多いか

令和６年中認知された16,339件の
犯罪は、窃盗犯が10,625件と全体の
65％を占めます。

次いで粗暴犯11.2％、知能犯6.7％
の順となっています。

犯罪の傾向を見ると、侵入窃盗や
詐欺、恐喝などの財産に対する犯罪
が増加しました。

また、凶悪犯（殺人・強盗・放
火）は減少しました。

発 生 件 数 比 率

総 数 16,339 100.0％

窃 盗 犯 10,625 65.0％

粗 暴 犯 1,831 11.2％

知 能 犯 1,095 6.7％

風 俗 犯 387 2.3％

凶 悪 犯 163 0.9％

そ の 他 2,238 13.6％

種別 区分

刑法犯認知状況

(4) 暴力団犯罪の推移

令和６年中の暴力団犯罪検挙状況は
検挙件数 364件（前年比66件増）
検挙人員 229人（前年比43人減）

でした。
暴力団は、拳銃を使用した凶悪な事件や

組織的な対立抗争事件を引き起こすなど、
依然として社会的に大きな脅威となってい
ます。

近年では、恐喝や薬物密売と

いった伝統的な資金獲得活動や

民事介入暴力に加え、組織実態

を仮装、隠蔽しながら、各種事

業活動を行ったり、特殊詐欺へ

の関連や公的給付金の不正受給

など、社会経済情勢の変化に応

じた多種多様な資金獲得活動を

活発化させています。
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※比率は四捨五入で計算しているため、数値に
ズレがある場合があります

ー２－



２ 特 別 法 犯

ー検挙件数、
検挙人員とも減少ー

令和６年中の検挙件数は、
1,424件で、前年と比べ145件
(9.2%)減少し、検挙人員は
1,199人で前年と比べ163人
(11.9%)減少しました。

法令別では、覚醒剤取締法
違反が216件で最も多く、次い
で大麻取締法違反が204件、軽
犯罪法違反が175件となってい
ます。
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３ 少 年 犯 罪

令和６年中検挙・補導された少年は、
刑法犯・特別法犯合わせて721人で、
前年に比べ31人（4.1%）減少しました。

刑法犯は614人で、前年に比べ29人
増加しました。そのうち窃盗が315人
で前年に比べ10人増加しました。

特別法犯は107人で、前年に比べ60
人減少しました。そのうち児童買春・
児童ポルノ禁止法違反が30人で最も多
いですが、前年に比べ43人減少し、大
麻取締法違反が24人と前年に比べ７人
減少しました。

学識別では、高校生が最も多く、全
体の約30%を占めています。

ー高校生が約３割を占めるー

ー３－



１ 刑 法 犯

第２ 熱海警察署管内の犯罪

ー 窃盗犯が増加 ー

(1) 刑法犯発生の推移

令和６年中の刑法犯認知件数
は205件で、前年に比べ38件
（＋22.8％）増加しました。

罪種別では、

窃盗犯が105件（＋4.0%）
粗暴犯が41件（＋32.3%）
知能犯が28件（＋133.3%）
（詐欺など）

となっています。
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窃盗犯 知能犯 粗暴犯 凶悪犯 風俗犯 その他 合計

令和６年 105 28 41 ３ ６ 22 205

前年対比 ＋4 ＋16 ＋10 ＋１ ＋１ ＋６ ＋38
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ー全ての交番・駐在所において認知件数が増加ー

(2) 交番・駐在所別にみた認知状況

交番・駐在所別認知件数は、
中央交番管内 71件 駅前交番管内 47件
南熱海交番管内 31件 紅葉ガ丘交番管内 29件
伊豆山交番管内 16件 泉駐在所管内 ７件

となっています。

このうち、中央交番管内が前年に比べ12件（＋20.3%）増加、駅前交
番管内が前年に比べ10件（＋27%）増加し、伊豆山交番管内が前年に比
べ７件（＋77.8%）増加したことが目立ちます。

泉管内
７(＋５)

伊豆山管内
１６(＋７)

紅葉ガ丘管内
２９(+２)

駅前管内
４７(+10)

中央管内
７１(＋12)

南熱海管内
３１(+１)

(  )内は前年対比

※一部事件は、場所が特定できないなど
の理由があり、管内合計値と警察署年間
認知件数にズレがあります。
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(3) 窃盗の手段・方法

窃盗犯の認知件数は、105件で、前年に比べ４件（４％）増加しまし
た。

手口別では、万引きが31件で最も多く、次いで空き巣、職場ねらい
が７件、払出盗、脱衣場ねらいが５件などの順になっています。
また、令和５年中は認知がなかった自転車盗を３件認知しています。
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(4) 罪種別、年齢別の検挙・補導状況

刑法犯で検挙・補導した人員は、
20歳以上89人 20歳未満（少年）11人 合計100人

で、前年に比べ、20歳以上は11人増加、少年は８人増加しました。
年代別では、

70歳以上 ８人 60代 ９人 50代 21人
40代 16人 30代 18人 20代 17人

となっています。
罪種別では、粗暴犯が43人で最も多く全体の43%を占め、

次いで窃盗犯29人、知能犯10人、風俗犯４人、凶悪犯３人の
順になっています。
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罪種別検挙状況（人数）
R5 R6

窃盗犯 知能犯 粗暴犯 凶悪犯 風俗犯 その他 合計

令和６年 29 (7) 10(1) 43 (6) 3 4 11(1) 100 (15)

前年対比 ＋4 ＋7 ＋5 ＋2 ±0 ＋1 ＋19

(  )内は女子

年齢別状況

令和６年
100人
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２ 特 別 法 犯

令和６年中に検挙した特別法令違反（刑法犯以外のもの）は、27件
30人で、前年にくらべ９件、２人減少しています。

令 和 ５ 年 令 和 ６ 年 増 減
人 員

検挙件数 検挙人員 検挙件数 検挙人員

覚 醒 剤 取 締 法 １ 1 0 0 －1

大 麻 取 締 法 １ 1 6 4 ＋3

銃 刀 法 2 2 3 3 ＋1

児童買春・児童ポルノ法 2 2(2) 1 0 －2

漁 業 法 1 2 0 0 －2

迷 惑 行 為 防 止 条 例 11 5 4 4 －1

廃 棄 物 処 理 法 2 2 0 0 －2

軽 犯 罪 法 10 11 9 16 ＋5

そ の 他 6 6 4 3(2) －3

計 36 32(2) 27 30(2) －2

特別法犯検挙前年対比

(  )内は少年

ー８－
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法令別検挙状況

第３ 暴力団の犯罪
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1
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5

6

暴力団犯罪状況【熱海警察署】（人数）

R5 R6

恐喝 傷害 詐欺 脅迫 大麻 その他 合計

令和６年 0 1 2 0 2 2 7

前年対比 －5 ＋1 ＋2 0 ＋2 ＋1 ＋1

令和６年中、当署管内で
は７人を検挙し前年よりも
１人増加しました。
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１ 刑 法 犯 少 年

第４ 少年の非行

令和６年中、熱海警察署管内で検挙・補導
した刑法犯少年は１１人で、前年に比べ８人
増加しました。
罪種別では、粗暴犯が２人、窃盗犯が２人、

知能犯が３人、風俗犯が１人、その他が３人
となっています。

(1) 罪種別状況

(2) 学識・年齢別状況

刑法犯少年の学識別は、学生・生徒が６人（内、小学生１
人、中学生４人、高校生１人）であり、有職少年が２人、無
職少年が３人となっています。
また、14歳以上の犯罪少年は６人、14歳未満で刑罰法令に

触れる行為をした触法少年は５人でした。

令和５年 令和６年

刑 法 犯 総 数 ３ １１

学

識

別

学 生 ・ 生 徒 ３ ６

小 学 生 １

中 学 生 ２ ４

高 校 生 １ １

そ の 他

有 職 少 年 ２

無 職 少 年 ３

区

分

触 法
少 年

（14歳未満）

０ ５

犯 罪
少 年

（14歳以上）

３ ６

刑法犯少年学識別等人数

学識別
１１人
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(3) 窃盗の手口別、年次別状況

窃盗で検挙・補導した人員は２人で、コンビニエンススト
アでの万引き１人と、職場の更衣室に置かれた財布から現金
を窃取した職場ねらい１人となっています。
少年非行の主流であるオートバイ盗、万引きの最近７年間

の推移は下記のとおりです。

ー 手口は万引きと職場ねらい ー
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特定非行の推移（平成30年～令和５年）

万引き

オートバイ盗
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3.5

窃盗手口別検挙補導状況

R5 R6

万引き 職場ねらい 合計

令和５年 ３ ０ ３

令和６年 １ １ ２
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２ 特別法犯少年

特別法犯（刑法犯以外）で検挙・補導された少年は３人で、中学生
が２人、小学生が１人でした。
罪名別では、鉄道営業法違反（キセル）が２人、銃刀法違反（刃物

携帯）が１人でした。

特別法犯少年学識別等人数
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令和５年 令和６年

刑 法 犯 総 数 ２ ３

学

識

別

学 生 ・ 生 徒 ２ ３

小 学 生 １

中 学 生 １ ２

高 校 生 １

そ の 他

有 職 少 年

無 職 少 年

区

分

触 法
少 年

（14歳未満）

０ １

犯 罪
少 年

（14歳以上）

２ ２

罪名別
３人

罪名別人数



３ 不 良 行 為

令和６年中に飲酒や喫煙などを理由に不良行為として補導した少
年は195人で、前年に比べ38人(－16.3%)減少しています。
行為別では、喫煙が最も多く全体の68.2%を占めており、次いで

深夜はいかい、飲酒となっています。
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不良行為別状況（人数）

R5 R6

喫煙 深夜徘徊 飲酒 不良交友 その他 合計

令和６年 133(26) 29(6) 16(7) 12(3) 5(0) 195(42)

令和５年 116(9) 58(18) 22(5) 27(3) 10(4) 233(39)

(  )内は女子

学識別
195人
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１ 行方不明の状況

第５ 行方不明、保護

令和６年中の行方不明の受理件数は、20人（うち女性７人）で、
内16人は20歳以上でした。

男女別
２０人

1 1 1 1
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1
0 0
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年代別（人数）
男性 女性

男女別

１０
代

以下

２０

代

３０

代

４０

代

５０

代

６０
歳
以上

男 性 １ １ １ １ ５ ４

女 性 ３ １ ０ ０ ０ ３
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種別（人数）

男性 女性

事
故
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遇

自
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自
給
無
能
力

そ
の
他

男 性 ６ ２ ２ ３

女 性 ４ ０ １ ２
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２ 保護の状況

令和６年中に取扱った保護は、
男性80人、女性75人の合計155人
で、前年よりも13人増加しました。
保護の種別をみますと、認知症

が48人と最も多く、続いて、酔っ
払い、精神錯乱者の順になってい
ます。
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自
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者

病
人
・
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傷
者

迷
い
子

精
神
錯
乱
者

そ
の
他

男 性 １３ ３７ ６ ３ ４ ６ １１

女 性 ３５ ７ ７ ２ ５ ８ １１

保 護 種 別 人 員 比 率

認 知 症 48人 31%

酔 っ 払 い 44人 28%

自 殺 企 図 者 13人 ８%

病人・負傷者 ５人 ３%

迷 い 子 ９人 ６%

精 神 錯 乱 者 14人 ９%

そ の 他 22人 14%

合 計 155人

※比率は四捨五入で計算しているため、数値
にズレがある場合があります
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110番通報の適正利用をお願いします。

110番通報時に映像通報を依頼する場合があります。



１ 県指定抑止対象「身近な犯罪」の状況

第６ 地域の犯罪情勢に即した効果的な犯罪抑止対策

「犯罪に強い社会づくり」の実現に向け、地域住民の安全・安
心を確保する観点から、地域の犯罪情勢に即した諸活動を推進し
てきました。
令和６年中、県内では、「自転車盗」「万引き」「特殊詐欺」

等は増加しましたが、「オートバイ盗」「車上ねらい」は減少し
ました。
また、熱海市内では、「万引き」「空き巣」「特殊詐欺」等が

増加し、「オートバイ盗」が減少しました。

(1) 県指定抑止重点犯罪認知状況

県下

R5 R6 増減

身近な犯罪合計 7,218 7,505 +287

空 き 巣 230 302 +72

忍 込 み 81 157 +76

自 動 車 盗 58 79 +21

オ ー ト バ イ 盗 191 141 -50

自 転 車 盗 2,586 2,731 +145

車 上 ね ら い 744 646 -98

部 品 ね ら い 178 238 +60

不同意わいせつ 131 159 +28

万 引 き 2,666 2,669 +3

特 殊 詐 欺 353 383 +30

R5 R6 増減

身近な犯罪合計 52 64 +12

空 き 巣 4 7 +3

忍 込 み 0 2 +2

自 動 車 盗 1 3 +2

オ ー ト バ イ 盗 8 2 -6

自 転 車 盗 0 3 +3

車 上 ね ら い 6 2 -4

部 品 ね ら い 0 0 0

不同意わいせつ 0 3 +3

万 引 き 28 31 +3

特 殊 詐 欺 5 11 +6

熱海警察署管内

(2) 当署管内の署指定抑止重点犯罪認知状況

R5 R6 増減

オ ー ト バ イ 盗 8 2 -6

特 殊 詐 欺 5 11 +6
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２ 地域安全活動

駅 前 交 番 連 絡 会 １０人

中 央 交 番 連 絡 会 ８人

紅葉ガ丘交番連絡会 ８人

伊 豆 山 交 番 連 絡 会 ６人

南 熱 海 交 番 連 絡 会 １０人

泉 駐 在 所 連 絡 会 ５人

地 域 安 全 協 議 会
地域安全協議会総会
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「特殊詐欺」被害防止

各金融機関において「特殊詐欺被害発
生ゼロの日」に伴う被害防止キャン
ペーンを実施し、高齢者を中心に依然
被害が絶えないオレオレ詐欺への注意
喚起を行いました。

地域安全推進員の活動

「地域安全活動」とは、安全で住みよい地域社会を実現するために、警察が
行う地域安全活動とともに、地域住民の生活に危険を及ぼす犯罪、事故及び災
害を地域住民自らが未然に防止する活動を言います。活動の中心となっている
「地域安全推進員」は、住民が安全で安心して住める地域社会をつくるため、
住民が自ら行う地域安全活動のリーダーとして活動しており、地域の事情に精
通している方々の中から各交番・駐在所単位に選任して、防犯協議会長である
市長と警察署長が連名で委嘱します。

令和６年度に熱海警察署管内で委嘱された地域安全推進員は、４７名（内
女性８名）です。
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海水浴場で被害防止

夏の行楽シーズンに合わせて、海水浴場で盗撮や痴漢、置引きの被害防止に
向けたキャンペーンを実施し、注意を呼びかけました。

地 域 安 全

11月開催の『あたみ防衛防災フェ
スタ』に警察コーナーを設け、広
報啓発活動を実施しました。また、
12月の市民安全大会では各団体と
共に熱海市内をパレードし、安全
安心なまちづくりを呼びかけまし
た。
他にも、市内の幼児施設や小中学
校、町内会等にて防犯講話を行っ
ています。
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新入学児童の見守り活動

春は、初めて通学路を歩く新入学児童に対する街頭指導や､小学生が安全に自信を持っ
て登下校できるように横断歩行指導を行いました。

飲 酒 運 転 撲 滅 対 策

夏は、酒類提供の飲食店舗に｢車で来店した際は、ハンドルキーパーを決めて頂く｣こと
の協力依頼や、伊豆の玄関口であるビーチライン料金所で広報啓発活動を行いました。

横断歩行者指導の実施

秋は、高齢歩行者に対する横断歩道の渡り方の指導や、日没時間が早くなる時期に午後
４時からのライトオンを呼びかけ、交通事故防止の意識高揚を図りました。

飲酒運転根絶の呼びかけ

観 光 ド ラ イ バ ー 対 策

小学生の歩行指導対策

国道135号上での飲酒検問

早めのライトオン促進活動

冬は、年末年始に飲酒の機会が増えることに伴い、飲酒運転の恐れが高まることから、
車両運転者に対する呼びかけ活動や､年末の飲酒検問を大体的に行いました。

３ 交通安全活動



オレオレ詐欺

237

架空料金請求詐欺
49

還付金詐欺

30

キャッシュカード詐欺盗

24

預貯金詐欺

21

その他

22
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４ 特殊詐欺について

(1) 静岡県内の発生状況

令和６年中、静岡県内の被害状況は被害件数が383件で前年より30件増加し、被害総額
は約16億0,300万円で前年比約８億4,300万円増加しました。
特徴としては、息子や警察官をかたるオレオレ詐欺が237件、約10億7,700万円の被害

が最も多く、続いて架空料金請求詐欺が49 件、約３億2,400万円の被害,さらに、還付金
詐欺が30件、約4,700万円の被害と続いています。
オレオレ詐欺では件数に比して被害額が急増しており、１件毎の被害額が多くなって

いることがわかります。また、最近では、犯人は自動音声機能やＬＩＮＥビデオ電話な
どを使用し、手口が一層巧妙化しているので注意が必要です。

(2) 熱海警察署の発生状況

熱海警察署管内では被害件数が11件で前年より６件増加し、被害総額は約2,960万円で
前年比約1,360万円の増加でした。
最も多かった手口は親族や警察官をかたるオレオレ詐欺で、８件、約2,500万円の被害

があり、次いで架空料金請求詐欺が２件、約190万円、更に融資保証金詐欺が１件、約
280万円となっています。
電話でお金やキャッシュカードの話が出たら詐欺です。サギ電話はあなたの家にも必

ずかかってきます。決して他人事ではありません。
対策としては①常時留守番電話設定にする。②ナンバーディスプレイで確認する。

③防犯機能付きの電話機を使用する。
などが効果的です。知らない人からの電話やメールには出ない事が一番です。

被害件数
３８３件

オレオレ詐欺

8

架空料金請求詐欺
2

融資保証金詐欺
1

被害件数
１１件
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熱海警察署で認知した特殊詐欺の被害概要

発生月 手口 被害概要

1 ５月 オレオレ詐欺

　自宅の固定電話に親族をかたる者から「会社のお金を間違えて送ってしまった。」「すぐにお金を

返すからキャッシュカードを渡してほしい」と電話があり、親族の同僚の息子をかたる者にキャッ

シュカード４枚と暗証番号を書いた紙を手渡してしまった。キャッシュカードからは合計約454万円

が引き出された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０代男性）

2 ５月 オレオレ詐欺

　自宅の固定電話に親族をかたる者から「会社の書類を誤って送ってしまった。」「取り戻すにはお

金が必要になるから、用意してほしい。」と電話があり、自宅に訪れた親族の同僚をかたる者に現金

90万円とキャッシュカード３枚を手渡してしまった。キャッシュカードからは合計90万円が引き出さ

れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０代女性）

3 ７月 オレオレ詐欺

　自宅の固定電話に通信会社をかたる者から「契約をすべて解除します。」と電話があり、更に相手

が警察官をかたる者に代わり、「逮捕した犯人の家から400冊の通帳が出てきた。」「あなたの通帳

もあり、共犯の疑いがあるため全財産の状況を確認したい。」と言われ、犯人の指示どおりインター

ネットバンキングを開設したところ、その口座から現金約749万円が他人の口座に振り込まれてし

まった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０代女性）

4 ７月 オレオレ詐欺

　携帯電話に警察官や検察官をかたる者から「あなたの口座が資金洗浄に使われている。」「資金調

査をするため、指定する口座にお金を振り込んでください。」と電話があり、指定された口座に現金

133万円を振り込んでしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０代男性）

5 ５月
オレオレ詐欺

（恐喝）

　ＳＮＳで知り合った相手に性的な画像を交換しようと提案され、それに応じて動画を送信したとこ

ろ、インターネットでばらまくと脅されて、相手の指示どおり６万円分の電子マネーを交付してし

まった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０代男性）

6 ８月
架空料金

請求詐欺

　動画をスクリーンショットするだけで収入が得られるというＳＮＳの広告を見つけ、広告主をＬＩ

ＮＥで登録しやりとりをしていたところ、操作方法を間違えており罰金を払わなければ収入を得られ

ないと伝えられ、現金約４０万円を相手の指定する口座に振り込んでしまった。（２０代女性）

7 10月
架空料金

請求詐欺

　自宅のパソコンでインターネットを使用していた際、警報音とともに「セキュリティに問題があ

る」と画面に表示されたため、表示された連絡先に電話をかけ相手の指示どおりにパソコンを操作し

たところ、遠隔操作できるようにされてしまい、インターネットバンキングから現金148万円を他人

の口座に振り込まれてしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０代男性）

8 10月 オレオレ詐欺

　携帯電話に警察官や検察官をかたる者から「詐欺グループの人間の持ち物からあなたのキャッシュ

カードが見つかった。」「あなたの身の潔白を証明するために指定する口座に現金を振り込んでくだ

さい。」と電話があり、指定された口座に現金170万円を振り込んでしまった。　（５０代男性）

9 10月 オレオレ詐欺

　携帯電話に通信会社をかたる者から「あなた名義の携帯電話と口座が不正に利用されています。」

と電話があり、更に警察官や検察官をかたる者から「身の潔白を証明するために紙幣調査をするの

で、指定する口座にお金を振り込んでください。」と電話があり、指定された口座に現金730万円を

振り込んでしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０代男性）

10 12月 オレオレ詐欺

　自宅の固定電話に親族をかたる者から「会社に送る書類の住所を間違えた。」「決算に必要なお金

がおろせない。家にいくらあるの。」と電話があり、その親族の親しい者として自宅に現れた者に現

金30万円とキャッシュカード２枚を手渡してしまった。キャッシュカードからは40万円が引き出され

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８０代女性）

11 12月
融資保証金

詐欺

　起業のため、インターネットで探した融資会社に融資を申し込んだところ、「融資を受けるには、

融資額の10％の金額を当社と保証会社に預り金として振り込んでください。」「返金の見込みがある

か判断するために３か月分の返済額も併せて振り込んでください。」と伝えられ、現金約280万円を

指定された口座に振り込んでしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０代男性）



１ 刑法犯罪種別認知検挙状況（前年比較）

第７ 資料
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増 減 率 （ ％ ）

205 167 38 22.8

3 2 1 50.0

41 31 10 32.3

105 101 4 4.0

侵 入 窃 盗 21 19 2 10.5

乗 り 物 盗 8 9 -1 -11.1

非侵入窃盗 76 73 3 4.1

28 12 16 133.3

6 5 1 20.0

22 16 6 37.5

本年と前年との比較

本 年 前 年

増 減 （ 率 ）

認
知
件
数

総 数

凶 悪 犯

粗 暴 犯

窃 盗 犯

知 能 犯

風 俗 犯

そ の 他



２ 刑法犯罪種別認知件数の推移（平成27年～令和６年）

0

50

100

150

200

250
凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯

知能犯 風俗犯 その他

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

凶 悪 犯 2 0 1 1 1 3 2 3 2 3

粗 暴 犯 27 38 31 42 48 19 21 33 31 41

窃 盗 犯 226 149 131 137 157 119 92 72 101 105

知 能 犯 23 14 16 19 16 20 16 6 12 28

風 俗 犯 2 1 2 2 7 5 1 20 5 6

そ の 他 61 47 37 47 42 28 31 32 16 22

総 数 341 249 218 248 271 194 163 166 167 205
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３ 刑法犯交番等管内別認知件数の推移（平成30年～令和６年）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

南 熱 海 42 60 35 11 19 30 31

中 央 83 93 81 87 87 59 71

熱海駅前 48 54 35 34 27 37 47

紅葉ガ丘 41 42 20 20 16 27 29

伊 豆 山 24 15 15 10 11 9 16

泉 5 5 5 0 5 2 7

そ の 他 5 2 3 1 1 3 4

中央

熱海駅前

南熱海

紅葉ガ丘

伊豆山

泉

その他

※ 令和元年８月１日に、上多賀駐在所が南熱海交番に統合されているため、一部数値は、
南熱海交番と上多賀駐在所の件数を合算したものとなっています。
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20歳以上 少年

４ 刑法犯検挙20歳以上と少年の推移（平成27年～令和６年）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

総 数 87 64 84 83 1116 92 101 65 81 100

20歳以上 81 55 80 78 106 87 95 58 78 89

少 年 9(3) 9 5(1) 5 23(13) 5 6 7 3 11(5)

※ ・少年の（ ）は触法少年
・少年の合計は、犯罪少年に触法少年を加えたもの
・総数及びグラフ上からは触法少年を除いている

（人数）
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32
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32

30

4

1
2

3

0
1

0

2
1

0
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35
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45

50

総数 覚醒剤

５ 特別法犯及び覚醒剤取締法違反検挙の推移
（平成27年～令和６年）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

総 数 36 17 34 43 24 32 19 18 32 30

覚 醒 剤
取 締 法

4 1 2 3 0 1 0 2 1 0

（人数）
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9 9

5 5

23

5
6

7

3

11

0

5

10

15

20

25 人員

６ 刑法犯少年の推移（平成27年～令和６年）

年 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

人 員 9 9 5 5 23 5 6 7 3 11

（人数）

7 刑法犯少年学識別推移（平成27年～令和６年）

※ 少年の合計は、犯罪少年に触法少年を加えたもの

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

総 数 9 9 5 5 23 5 6 7 3 11

小 計 7 4 2 2 19 3 5 5 3 6

学
生
・
生
徒

小 学 生 1 0 1 0 12 00 0 0 0 1

中 学 生 6 3 1 2 2 0 2 0 2 4

高 校 生 0 1 0 0 4 3 2 5 1 1

そ の 他 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0

有 職 少 年 1 4 2 1 3 1 1 1 0 2

無 職 少 年 1 1 1 1 1 1 0 1 0 3

（人数）
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８ 熱海警察署管内の人身事故
（人が死亡又は負傷を負う交通事故）の状況

ー30－



(9) 交番・駐在所別にみた人身事故の状況
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泉管内
１(-2)

伊豆山管内
１２(-２)

紅葉ガ丘管内
３１(+14)

駅前管内
１４(-7)

中央管内
５３(+8)

南熱海管内
３５(+2)

(  )内は前年対比

(8) 熱海警察署管内の物損事故
（人身事故以外の交通事故）の状況

物損事故件数 前年対比

令和６年 約1,660件 ＋10件（約）

令和５年 約1,650件 ＋180件（約）



９ その他

泉（駐） 伊豆山（交） 熱海駅前（交） 中央（交） 紅葉ガ丘（交） 南熱海（交）

(0465)
62-3110

80-3292 81-2587 81-6835 83-1787 68-0110

泉
の
一
部
（
本
区
、
ゆ
ず
り
葉
団
地
、
五
軒
町
、
中
沢
）

伊
豆
山
の
一
部
（
土
沢
、
姫
の
沢
を
除
く
地
域
）

泉
の
一
部
（
大
名
ヶ
丘
、
大
黒
崎
、
本
区
の
一
部
）

田
原
本
町
、
咲
見
町
、
桃
山
町
、
海
光
町
、
春
日
町
、

林
ガ
丘
町
、
上
宿
町
、
西
山
町
、

伊
豆
山
の
一
部
（
熱
海
ゴ
ル
フ
付
近
・
鉢
ア
ラ
ク
）

渚
町
、
中
央
町
、
銀
座
町
、
清
水
町
、
東
海
岸
町
、

和
田
町
、
昭
和
町
、
和
田
浜
南
町
、
初
島
、

熱
海
の
一
部
（
八
幡
山
、
曽
我
山
、
曽
ヶ
浦
、
桜
沢
、
日
向
山
）

紅
葉
ガ
丘
町
、
山
手
町
、
青
葉
町
、
桜
木
町
、
梅
花
町
、

桜
町
、
小
嵐
町
、
水
口
町
、
相
の
原
町
、
福
道
町
、
梅
園
町
、

西
熱
海
町
、
笹
良
ヶ
台
町
、
緑
ヶ
丘
町
、
日
金
町
、

熱
海
の
一
部
（
ひ
ば
り
ヶ
丘
、
自
然
郷
の
一
部
、
梅
花
山
、

長
畑
山
、
笹
尻
、
熱
海
梅
園
分
譲
地
、
下
松
田
、
笹
良
ヶ
台
、

林
ヶ
久
保
）

伊
豆
山
の
一
部
（
土
沢
、
姫
の
沢
）

下
多
賀
（
和
田
木
、
小
山
を
含
む
）
、
網
代
、
上
多
賀

交番等の主な受持ち地域

熱海警察署（本署） 電話 ８５－０１１０
緊急の場合は 局番なし １１０番

※ （交）は交番、（駐）は駐在所です。

警察署各課の業務概要

警 務 課
（２階）

警察官募集、被留置者面会・差入れ（３階留置管理室）、総合相談

会 計 課
（２階）

遺失物・拾得物の取扱い、警察署・交番等の維持管理

生活安全課

（４階）

少年非行防止、防犯活動、経済・風俗・環境事犯の取締り、
風俗・質屋等の各種営業許可、銃砲刀剣類所持許可、
行方不明届出、生活安全相談等

地 域 課
（２階）

パトロール、交番・駐在所の管理・指導、祭典等の警備、
水難救助、地域安全活動

刑 事 課
（３階）

殺人・強盗・窃盗・詐欺等の犯罪捜査、覚醒剤・拳銃・暴力団取締り
鑑識活動等

交 通 課
（４階）

交通指導取締り、交通事故の捜査、交通安全施設の維持・管理、
交通安全教育、運転免許の更新事務等

警 備 課
（４階）

テロ・ゲリラの取締り、警衛、警護、災害対策等
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警察の相談窓口

警察では、犯罪被害に遭われた方やそのご家族等から相談に応じるため、
各種の相談窓口を設けています。
一人で悩まず、一度相談してみませんか？

県警ふれあい相談室 054-254-9110(又は#9110プッシュ回線のみ）

各種犯罪・事故等により、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

警察署総合相談 県内28警察署（24時間受付）

各種犯罪・事故等により、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。

県警ホームページ http://www.pref.shizuoka.jp/police/（随時受付）

ホームページ上で、各種相談・意見・要望等を受付けています。

性犯罪被害110番 0120-783870（又は#8103プッシュ回線のみ）

性犯罪被害に遭い、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。（24時間受付）
（夜間や土日等の執務時間外は、男性警察官が対応する場合もあります。）

暴力相談専用電話 0120-548930

暴力団による犯罪被害、困りごと相談等について、捜査員が相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

拳銃110番 0120-10-3774（24時間受付）

拳銃等違法銃器に関する相談及び情報について、捜査員が相談に応じます。

少年サポートセンター 0120-783410

犯罪被害や非行等の問題に悩んでいる少年や保護者からの相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

警察署生活安全相談 県内28警察署（24時間受付）

ストーカー・家庭内暴力等の相談に応じます。

警察以外の相談窓口

認定NPO法人静岡犯罪被害者支援センター
054-651-1011＜受付時間＞月～金 10:00～16:00

静岡県性暴力被害者支援センターSORA
054-255-8710＜受付時間＞24時間受付
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警察の相談窓口

警察では、犯罪被害に遭われた方やそのご家族等から相談に応じるため、
各種の相談窓口を設けています。
一人で悩まず、一度相談してみませんか？

県警ふれあい相談室 054-254-9110(又は#9110プッシュ回線のみ）

各種犯罪・事故等により、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

警察署総合相談 県内28警察署（24時間受付）

各種犯罪・事故等により、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。

県警ホームページ http://www.pref.shizuoka.jp/police/（随時受付）

ホームページ上で、各種相談・意見・要望等を受付けています。

性犯罪被害110番 0120-783870（又は#8103プッシュ回線のみ）

性犯罪被害に遭い、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。（24時間受付）
（夜間や土日等の執務時間外は、男性警察官が対応する場合もあります。）

暴力相談専用電話 0120-548930

暴力団による犯罪被害、困りごと相談等について、捜査員が相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

拳銃110番 0120-10-3774（24時間受付）

拳銃等違法銃器に関する相談及び情報について、捜査員が相談に応じます。

少年サポートセンター 0120-783410

犯罪被害や非行等の問題に悩んでいる少年や保護者からの相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

警察署生活安全相談 県内28警察署（24時間受付）

ストーカー・家庭内暴力等の相談に応じます。

警察以外の相談窓口

認定NPO法人静岡犯罪被害者支援センター
054-651-1011＜受付時間＞月～金 10:00～16:00

静岡県性暴力被害者支援センターSORA
054-255-8710＜受付時間＞24時間受付
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